
山
口
榮
鐵
提
出
学
位
申
請
論
文

『
英
人
日
本
学
者

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究

―
「
欧
文
日
本
学
」
よ
り
観
た
再
評
価
―
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

一
章

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
日
本
学
の
淵
源
で
は
、「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
琉
球
学
を
知
ら
ず
し
て
そ

の
日
本
学
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
申
請
者
の
主
張
を
展
開
す
る
。
欧
文
琉
球
学
の

分
野
で
は
古
典
的
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
外
祖
父
に
し
て
英
国
海
軍
士
官
で

も
あ
っ
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
『
朝
鮮
西
部
沿
岸
及
び
大
琉
球
国
探
検
航
海

記
』
が
十
九
世
紀
初
頭
の
英
国
の
知
識
層
、
一
般
読
者
界
に
与
え
た
影
響
や
衝
撃
の
大
き
さ
を

─ １ ─



新
た
な
書
評
群
の
発
掘
に
よ
っ
て
跡
付
け
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
と
交
流
の
あ

っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
、「
武
器
を
持
た
ぬ
平
和
の
邦
、
琉
球
国
」
に
驚
い
た
こ
と
も
有
名

な
逸
話
と
し
て
取
り
上
げ
、
当
時
の
社
会
的
背
景
と
事
実
を
豊
富
な
英
文
資
料
を
丁
寧
に
読
み

解
い
て
詳
細
に
描
く
。
ま
た
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
自
身
が
、
自
分
の
盟
友
で
あ
り
か
つ
し
ば
し
ば

論
敵
で
も
あ
っ
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
宛
て
の
私
信
の
中
で
、
か
つ
て
の
琉
球
国
と
自
分

と
の
結
び
つ
き
を
「
遺
伝
的
な
も
の
」
と
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
関
わ
り
の
深
さ

の
証
拠
と
し
て
挙
げ
る
。

従
来
日
本
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
「
日
本
学
」
の
評
価
を
総
じ
て
肯
定
的
な
も
の
と
し
て

あ
つ
か
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
学
の
再
評
価
に
は
、
欧
文
原
著
の

徹
底
検
証
と
い
う
視
点
、
す
な
わ
ち
膨
大
な
量
の
欧
米
研
究
者
に
お
け
る
研
究
を
理
解
し
て
彼

ら
の
立
場
か
ら
見
た
日
本
学
・
日
本
研
究
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
。
そ

の
結
果
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
徹
底
し
た
実
証
主
義
、
科
学
的
精
神
に
溢
れ
る
日
本
観
を
も
っ
て

い
た
も
の
と
判
断
す
る
。
当
時
、
親
交
が
あ
り
後
に
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
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オ
・
ハ
ー
ン
に
宛
て
た
私
信
や
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
弟
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
ド
イ
ツ
語
著
作
の
英

訳
版
冒
頭
の
文
な
ど
を
も
と
に
論
じ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
対
し
て
全
く
相
反
す
る
立
場
を
と
る

ハ
ー
ン
の
日
本
観
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
西
洋
至
上
主
義
」
に
徹
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
立
場
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
「
西
洋
至
上
主
義
」
を
豊
富
な
欧
文
資
料

に
よ
っ
て
検
証
し
て
ゆ
く
。

次
に
「
欧
文
日
本
学
理
論
」
を
提
唱
す
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
日
本
学
の
評
価
に
際
し
て
求
め

ら
れ
る
理
論
的
枠
組
み
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
「
欧
文
日
本
学
」
と
し
て
提
唱
す
る
。
つ
ま
り
欧
文

原
著
を
丁
寧
に
検
証
す
る
作
業
を
通
し
て
、
日
本
学
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
欧
文
日
本
学
・
琉
球
学
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
従
来
の
我
が
国
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に

お
け
る
外
国
語
教
育
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
専
攻
学
生
の
数
が
厖
大
な
数
に
及
ぶ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
成
果
が
必
ず
し
も
「
一
大
成
功
を
収
め
て
き
た
」
と
は
い
え
な
い
原
因
に
メ
ス

を
あ
て
、
新
た
な
指
針
を
提
唱
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
我
が
国
に
お
け
る
外
国
語
教

育
の
現
状
に
新
局
面
を
開
く
も
の
と
し
て
提
唱
さ
れ
る
の
が
、
す
な
わ
ち
大
き
く
琉
球
学
を
も
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含
め
た
山
口
理
論
「
欧
文
日
本
学
」
で
あ
る
と
す
る
。

二
章

英
人
日
本
学
者
誕
生
で
は
、
外
祖
父
ホ
ー
ル
の
英
国
海
軍
軍
人
と
し
て
の
軍
人
気
質

を
縦
軸
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
祖
母
の
豊
か
な
文
学
的
才
能
を
横
軸
に
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し

て
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
日
本
学
者
と
し
て
誕
生
し
た
背
景
を
述
べ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
弟
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
が
ド
イ
ツ
で
政
治
哲
学
者
と
し
て
大
成
し
、
ド
イ
ツ
に
移
り
住

む
経
緯
を
丹
念
に
追
う
。
弟
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
「
ド
イ
ツ
国
民
至
上
主
義
」
が
兄
の
「
西
洋
至

上
主
義
」
と
全
く
違
っ
た
分
野
で
並
列
し
共
存
す
る
事
実
を
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
一
大

権
威
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
か
に
み
え
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
兄
弟
で
は
あ
り
な
が
ら
、
自

国
で
あ
り
母
国
で
あ
る
英
国
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
前
向
き
の
評
価
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
、
む
し
ろ
何
ら
の
言
及
も
な
し
て
い
な
い
状
況
に
ふ
れ
、
果
た
し
て
そ
れ
が
「
真
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
」
と
し
て
の
あ
り
か
た
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
後
々
、「
彼
（
バ

ジ
ル
）
は
英
国
嫌
い
な
の
だ
よ
」
と
し
て
い
る
サ
ト
ー
翁
の
言
葉
や
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
著
作
の

英
訳
者
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
が
「
英
国
人
の
偏
見
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
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疑
問
へ
の
妥
当
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

三
章

草
創
期
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
日
本
学
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
来
日
後
数
年
に
し
て
発

表
し
た
「
日
本
上
代
の
詩
歌
」（
一
八
八
○
）
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
日
本
古
典
文
学
研
究

分
野
に
お
け
る
処
女
作
で
あ
る
。
そ
の
著
作
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
当
時
の
欧
人
の
日
本
語
研
究

が
「
ま
ず
古
典
語
よ
り
」
と
い
う
入
門
の
常
道
で
あ
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
古
武
士
を
師
と
す

る
語
学
修
練
の
結
実
が
、
そ
の
後
わ
ず
か
三
年
で
世
に
出
る
の
が
英
訳
「
古
事
記
」
で
あ
る
。

古
事
記
を
完
訳
す
る
以
前
、
古
典
語
の
世
界
に
没
入
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
来
日
初
期
数
年
間

の
成
果
を
象
徴
し
、
ま
た
旧
約
聖
書
詩
篇
の
日
本
語
訳
の
可
能
性
を
模
索
す
る
論
文
一
編
で
あ

る
。
万
葉
集
の
長
歌
調
を
規
範
に
和
訳
例
を
示
す
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
努
力
が
理
想
論
に
す
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
当
時
の
在
日
欧
人
研
究
者
の
思
惑
に
反
し
、
著
者
は
、「
言
文

一
致
・
口
語
化
」
と
い
っ
た
当
時
の
言
語
教
育
の
理
念
に
流
さ
れ
、
共
存
す
べ
き
立
場
に
あ
る

古
典
語
教
育
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
を
批
判
す
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
努
力
は
決
し
て
理
想
の
産

物
な
ど
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
、
示
唆
の
底
辺
に
あ
る
の
が
明
治
期
以
前
、
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一
千
年
余
に
及
ぶ
日
本
の
書
記
文
化
の
伝
統
が
平
安
期
の
言
語
を
基
と
す
る
い
わ
ゆ
る
中
古
語
、

す
な
わ
ち
「
文
語
」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
草
創
期
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
日
本
学
を
象

徴
す
る
、
東
京
帝
国
大
学
で
創
刊
さ
れ
た
文
科
大
学
紀
要
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
と
ア

イ
ヌ
語
研
究
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
以
前
に
、
す
で
に
在
日
英
国
公
使
団
一

行
の
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ス
ト
ン
ら
が
王
国
時
代
末
期
の
南
島
沖
縄
を
訪

れ
た
事
実
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
琉
球
研
究
か
ら
、
そ
の
帰
属
問
題
に

関
す
る
見
解
を
要
約
す
る
。

四
章

国
語
学
界
を
揺
る
が
す
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で
は
、
欧
人
に
よ
る
我
が
国
の
古
典
籍
研
究

で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
る
。『
日
本
上
古
史
評
論
（
原
名
英
譯
古
事

記
）』
一
巻
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
る
英
文
完
訳
「
古
事
記
」
の
発
表
後
、
わ
ず
か
五
年
で

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
英
文
原
著
に
み
る
八
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
総
論
部
が
和
訳
さ
れ
、
そ
の
和
訳
部

の
ほ
と
ん
ど
各
節
ご
と
に
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
小
中
村
清
矩
は
じ
め
、
数
人
の
権
威
者

に
よ
る
評
言
を
付
す
る
書
で
あ
る
。
つ
い
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
以
後
の
欧
人
に
よ
る
古
事
記
研
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究
史
を
欧
文
日
本
学
の
視
点
か
ら
展
望
す
る
。
琉
球
語
が
日
本
語
の
姉
妹
語
で
あ
る
こ
と
を
記

述
証
明
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
先
駆
的
著
作
『
琉
球
語
の
文
法
と
辞
典
』
の
背
景
に
、
そ
れ
以

前
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
著
作
「
日
本
口
語
文
典
」
の
存
す
る
意
義
を
「
琉
球
語
研
究
へ
の
鍵
」

と
し
て
論
証
す
る
。
東
京
帝
国
大
学
博
言
学
科
奉
職
以
後
、
壮
年
期
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
献
身

す
る
日
本
研
究
の
概
要
、
す
な
わ
ち
言
文
一
致
運
動
、
国
語
の
ロ
ー
マ
字
化
運
動
と
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
所
見
の
変
容
経
緯
、
日
本
口
語
文
典
の
編
纂
、
ロ
ー
マ
字
日
本
語
読
本
、
耶
蘇
会
関
係

古
文
献
評
、
な
ど
に
触
れ
る
。「
東
京
帝
大
文
科
大
学
紀
要
」
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
「
ア
イ

ヌ
の
言
語
、
神
話
、
地
誌
論
」
で
ア
イ
ヌ
研
究
で
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
先
輩
バ
ッ
チ
ェ
ラ
ー
翁

と
の
関
係
を
説
く
。
米
国
エ
ー
ル
大
学
古
文
書
館
に
眠
る
ハ
ー
ン
関
係
資
料
群
の
存
在
を
初
め

て
学
界
に
紹
介
す
る
。

五
章

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
観
で
は
、『
日
本
事
物
百
科
』（
以
下
「
百
科
」）
に
注
目

し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
真
骨
頂
と
も
す
べ
き
一
貫
し
た
「
対
西
洋
」
と
い
う
機
軸
を
基
と
す
る

精
神
文
化
論
を
取
り
上
げ
る
。
発
刊
以
来
数
版
を
重
ね
た
「
百
科
」
の
冒
頭
緒
言
部
に
秘
め
ら
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れ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
見
解
を
「
日
本
の
良
識
、
西
洋
の
良
識
」
と
い
う
小
題
の
も
と
に
分

析
。
当
時
の
英
国
文
壇
の
泰
斗
の
一
人
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
知
友
で
も
あ
っ
た
エ
ド
ウ

ィ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
卿
の
日
本
論
、
日
本
観
を
ベ
ー
ス
に
日
本
の
知
識
人
の
良
識
を
低
俗
な
り

と
し
て
直
言
を
避
け
な
が
ら
も
、
欧
米
の
読
者
に
語
り
か
け
る
言
葉
の
魔
術
師
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

の
真
意
に
メ
ス
を
あ
て
る
。
日
本
人
の
精
神
文
化
を
一
刀
の
も
と
に
裁
断
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

の
論
拠
が
「
哲
学
を
欠
く
日
本
人
」「
詩
歌
の
真
髄
の
理
解
を
欠
く
日
本
人
」「
真
の
宗
教
心
に

欠
け
る
日
本
人
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
観
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か

い
、
反
論
と
論
証
に
努
め
る
の
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
Ⅰ.

武
士
道
論
と
神
道
論
、
Ⅱ.

芭
蕉

俳
諧
論
の
各
節
に
お
け
る
申
請
者
の
所
見
と
批
判
と
論
拠
で
あ
る
。
Ⅰ
項
の
論
議
に
関
し
て
反

論
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
ハ
ー
ン
、
新
渡
戸
稲
造
、
そ
し
て
独
人
ジ
ン
ガ
ー
の
所
見

で
あ
り
、
Ⅱ
項
の
そ
れ
と
し
て
露
人
俳
諧
研
究
家
エ
リ
セ
ー
エ
フ
、
そ
し
て
日
系
米
人
俳
諧
研

究
家
ケ
ネ
ス
・
安
田
ら
の
前
向
き
の
俳
諧
論
を
挙
げ
る
。
日
本
人
の
詩
情
に
欠
け
る
点
を
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
を
例
に
日
本
語
が
英
語
に
比
し
詩
作
に
適
さ
な
い
と
し
て
揶
揄
す
る
論
議
に
対
し
、
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む
し
ろ
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
と
芭
蕉
の
詩
情
に
は
共
通
す
る
点
の
多
い
こ
と
を
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
が
盟

友
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
ら
と
従
来
の
英
国
詩
壇
を
支
配
し
て
き
た
古
典
主
義
、
理
知
的
、
形
式
的
理

念
へ
の
反
動
と
し
て
新
た
な
新
風
を
吹
き
込
む
背
景
ほ
か
具
体
例
を
あ
げ
て
論
駁
す
る
。
申
請

者
の
結
論
を
ハ
ー
ン
に
語
ら
せ
る
形
で
「
真
の
評
価
を
も
た
ら
す
も
の
、
真
の
評
価
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
は
理
性
で
は
な
く
て
感
情
で
す
」
と
の
ハ
ー
ン
が
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
へ
向
け
て
語
る
語
録
の
一
節
を
以
っ
て
示
す
。

六
章

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
家
・
琉
球
王
家
・
宮
の
下
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
そ
の
弟
子
、
杉

浦
藤
四
郎
に
託
し
た
日
本
関
係
典
籍
史
料
群
を
基
と
す
る
愛
知
教
育
大
学
図
書
館
内
の
「
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
・
杉
浦
文
庫
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

七
章

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
遺
志
を
継
ぐ
皇
典
講
究
所
の
俊
才
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究

に
関
係
の
あ
る
様
々
な
研
究
者
に
つ
い
て
述
べ
る
。
皇
典
講
究
所
出
身
の
田
島
利
三
郎
と
そ
の

愛
弟
子
で
今
日
「
沖
縄
学
の
父
」
と
し
て
憧
憬
さ
れ
る
郷
土
沖
縄
出
身
の
学
究
伊
波
普
猷
と
の

系
譜
に
触
れ
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』『
混
効
験
集
』
の
研
究
に
は
、
氏
が
上
田
万
年
の
弟
子
で
あ
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り
、
上
田
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
後
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

八
章
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
書
誌
考
で
は
、
申
請
者
が
「
王
堂
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
―
そ
の
琉
球
研
究

の
記
録
」
で
紹
介
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
手
に
な
る
初
期
琉
球
学
書
誌
の
概
要
を
述
べ
、
そ
の

意
義
を
英
文
書
誌
集
成
本
幾
編
か
に
基
づ
き
再
評
価
す
る
。

九
章
史
料
に
み
る
老
翁
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
晩
年
で
は
、
三
○
有
余
年
に
お
よ
ぶ
日
本
滞
在

後
、
余
生
を
ス
イ
ス
の
レ
マ
ン
湖
畔
に
お
く
っ
た
老
翁
の
様
子
を
翁
の
死
後
間
も
な
く
刊
行
さ

れ
た
「
バ
ジ
ル
・
ホ
オ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
先
生
」
や
、
和
洋
の
新
聞
雑
誌
に
み
る
追
悼
文
な

ど
を
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
。
生
涯
を
通
じ
て
盟
友
で
あ
り
論
敵
で
も
あ
っ
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
に
対
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
最
終
的
な
見
解
・
所
見
・
評
価
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
晩
年

の
遺
著
と
も
す
べ
き
仏
文
随
想
録
「
い
ま
だ
鼠
は
死
な
ず
」
に
み
え
る
と
す
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
明
治
の
近
代
国
語
学
・
比
較
言
語
学
の
開
拓
者
で
あ
り
、
日
本
の
古
典
・
風
俗
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を
世
界
に
紹
介
し
た
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
研
究
を
進
め
て
き
た
申
請
者
の
四

○
年
に
お
よ
ぶ
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
琉
球
学
を
知
ら
ず
し
て
彼
の
日
本

学
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
一
貫
し
た
申
請
者
の
主
張
に
貫
か
れ
た
本
論
文
は
、
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の
膨
大
な
欧
文
原
著
、
私
信
、
書
簡
資
料
、
新
た
な
書
評
群
を
発
掘
し
て
丹
念
に

読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
が
西
欧
の
学
問
と
出
会
っ
た
開
国
直
後
の
英
国
人
研
究

者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
彼
の
幅
広
い
日
本
研
究
全
体
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
一
六
年
、
外
祖
父
の
英
国
海
軍
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
が
琉
球
を
訪
れ
て

『
大
琉
球
島
航
海
探
検
記
』
を
著
し
て
以
来
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
琉
球
と
の
縁
は
深
く
、
琉
球
語

と
日
本
語
と
の
音
韻
対
応
か
ら
琉
球
語
が
唯
一
の
日
本
語
の
姉
妹
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
有
名
な
論
考
を
は
じ
め
言
語
学
の
多
数
の
業
績
や
、
多
岐
に
わ
た
る
業
績
の
重
要
な
部
分

が
琉
球
研
究
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
研
究
の
遂
行
に
欧
文
原
著
の
徹
底
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
申
請
者
の
主
張
に
は
十
分
納
得
で
き
る
。
研
究
の
理
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
中
核

を
な
す
の
が
、「
欧
文
日
本
学
」
で
あ
り
「
欧
文
琉
球
学
」
で
あ
る
。「
欧
文
日
本
学
」
の
必
要
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性
は
申
請
者
の
研
究
・
教
育
経
験
か
ら
の
提
言
で
高
等
教
育
に
有
用
で
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ

る
。
申
請
者
は
、「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
「
西
洋
至
上
主
義
者
の
権
化
」
と
位
置
付
け
、
賞
賛
一

辺
倒
で
は
な
く
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
評
価
を
示
す
。
科
学
的
な
言
語
学
・
国
語
学
の
研
究
成
果

で
は
見
え
て
こ
な
い
、
古
典
や
日
本
人
の
精
神
生
活
に
対
す
る
厳
し
い
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
発
言

の
一
方
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
琉
球
に
対
し
て
格
別
深
い
愛
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
や
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
よ
う
な
当
時
の
多
く
の
知
識
人
が
琉
球
に
対
し
て
強
い
思
い
を
抱
い
て
い

た
こ
と
も
、
今
回
発
掘
さ
れ
た
私
信
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
本
論
文
の
う
ち
、「
五

チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
観
」
は
、
審
査
者
全
員
が
そ
の
専
攻
領
域
か
ら
遠
く
、
そ
の
評
価
に
際
し

て
最
も
悩
ま
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
観
に
挑
む
申
請
者
の
論
拠
、
所

見
が
披
瀝
さ
れ
る
が
、「
九
『
日
本
事
物
百
科
』
―
欧
人
の
日
本
理
解
へ
の
ガ
イ
ド
」
で
、『
日

本
事
物
百
科
』
が
版
を
重
ね
た
理
由
を
ひ
と
え
に
著
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
離
日
後
も
変
わ
る
こ

と
な
く
日
本
に
寄
せ
る
思
い
で
あ
っ
た
と
し
、
初
版
発
行
以
来
補
筆
改
訂
が
続
い
て
い
た
点
を

そ
の
根
拠
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
そ
の
追
加
確
認
の
な
か
で
、「
英
国
の
良
識
」
と
「
日
本
の
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良
識
」
と
の
相
違
と
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
ー
ノ
ル
ド
卿
へ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

現
れ
る
「
詩
の
世
界
、
そ
の
深
奧
を
未
だ
知
ら
な
い
国
と
国
民
」「
哲
学
、
思
想
の
存
在
し
な

い
国
」
な
ど
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
厳
し
い
指
摘
を
見
逃
す
こ
と
な
く
引
い
て
い
る
。
ハ
ー
ン
と
の

関
係
は
、「
十

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
来
日
の
背
景
」
と
「
十
一

日
本
観
の
相
克
―
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
ハ
ー
ン
」
と
で
、
欧
米
知
識
人
の
極
東
日
本
に
寄
せ
た
関
心
の

所
在
や
背
景
を
整
理
し
て
教
え
て
く
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
十
二

敷
島
の
大
和
心
…
」
に

お
い
て
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
人
観
に
迫
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
日
本
人
観
の
評
価

は
「
良
〜
可
」
に
留
ま
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
日
本
人
観
に
つ
い
て
目
配
り
を
十
分
に
行

き
届
か
せ
た
う
え
、
離
日
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
刊
行
さ
れ
る
の
が
「
新
宗
教
の
発
見
」
で
、
明

治
の
官
僚
政
治
家
た
ち
が
忠
君
愛
国
教
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
が
日
本
の
神
道
で
あ
る
見

る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
言
説
は
、
当
時
の
外
国
人
の
神
道
観
か
ら
は
当
然
の
理
解
で
も
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
も
あ
え
て
帰
国
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
刊
行
す
る
、
そ
の
辺
り
の
事
情
の
解
明
と

解
説
と
が
期
待
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
実
は
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
チ
ェ
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ン
バ
レ
ン
な
ど
の
神
道
へ
の
懐
疑
論
に
対
し
て
反
旗
を
翻
す
リ
ー
ド
卿
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ

を
、「
今
一
つ
の
『
日
本
』」
と
し
て
取
り
立
て
る
の
が
本
論
文
で
あ
る
。
紹
介
さ
れ
た
英
文
原

著
二
巻
は
、
外
国
人
の
神
道
研
究
史
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
日
本
で
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
文
献
の
み
な
ら
ず
、
本
邦
未
公
開
の
文
献

や
私
信
・
書
評
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
観
を
総
合
的
に
解
明
し

よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
研
究
や
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
関
係
す
る
欧
米
の
日
本

学
研
究
者
の
評
価
も
含
め
て
明
治
期
の
欧
米
か
ら
観
た
日
本
学
再
評
価
へ
の
道
を
開
く
意
欲
的

な
業
績
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
本
論
文
を
貫
く
論
調
、
あ
る
い
は
個
々
の
事
実
認
識
に
つ
い
て
は
、
疑
問
や
異
論

も
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
業
績
が
、
言
語
、
古
典
文
学
、
風
俗
、
精

神
文
化
論
、
武
士
道
論
、
俳
諧
論
、
神
道
観
な
ど
の
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
申
請
者

の
論
評
に
は
必
ず
し
も
全
分
野
に
お
い
て
最
新
の
研
究
成
果
に
対
す
る
目
配
り
が
充
分
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
日
本
学
研
究
の
背
景
を
「
西
洋
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至
上
主
義
者
の
権
化
」
と
し
な
が
ら
も
、
晩
年
「
科
学
は
有
用
で
は
あ
る
が
短
命
で
あ
る
。
文

学
は
永
続
す
る
。」
と
し
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
文
言
が
文
学
者
ハ
ー
ン
と
人
文
科
学
者
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
の
日
本
文
化
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
差
違
を
表
す
点
に
つ
い
て
の
解
説
も
期
待
さ
れ

る
。以

上
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
有
す
る
と
は
い
え
、
本
論
文
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
未
発
表
の
欧

文
資
料
の
発
掘
紹
介
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
研
究
を
通
し
て
明
治
初
期
の
世
界
の
中
で
の
日
本
の
位

置
付
け
や
日
本
研
究
を
広
く
紹
介
し
、
日
本
学
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
業
績
の
再
評
価
と
い
う
課

題
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
提
出
者
山
口
榮
鐵
は
博
士
（
文
学
）
の
学
位

を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
み
と
め
ら
れ
る
。
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